


会社概要
会社名 株式会社協働日本

設立月 ２０２０年２月

人員数 ２００名（協働プロ・IPPOコーチ等）

事業内容 ①地域企業へのチーム伴走による経営支援、事業支援
②企業向け人材開発、キャリアコーチング

取引実績

通算２００社以上の協働プロジェクトを組成、支援

・令和４年度～７年度 鹿児島県 新産業創出ネットワーク事業（伴走
 支援、ネットワーク化支援）等、複数事業の受託

・令和４年度～７年度 石川県 都市部等からの副業人材等の確保支援
事業、副業・兼業人材活用支援事業等受託

・令和７年度 奈良県 中小企業デジタル化等支援事業受託
・令和５年度～７年度 沼津市等、複数基礎自治体の公募事業受託



協働日本の取り組み



在籍する協働プロフェッショナルたち

○協働プロとは
・２００名超が在籍
・スタートアップのCxOや大企業の事業開発部長等、
第一線で活躍する経営人材、実業家

・個人だけでなく、チームで成果を出す協働経験が豊富



■伴走支援事例

5

付加価値がない廃用牛として扱われていた経産牛を活用した高付加価値商品
の開発と販売に挑戦。付加価値の高い商品開発およびマーケティング戦略、
販売戦略策定を実施。コアターゲットに向けた高付加価値商品（3.2cmの厚
切りステーキキット、ハロウィンバーガーキット等）の開発、ビーフジャー
キー事業の確立などを達成。

株式会社1129 「経産牛を活用した商品開発と販路開拓」

経産牛使用の厚切りステーキキットを開発、定番化

高利益率のハンバーガーキット販売数 前年比 5倍超

ビーフジャーキー事業の確立（JR東日本、博多大丸、
やまや等との取引決定）

成果

宇宙製品の販売に関して課題を抱えており、収益拡大における支援を実行。
同社の強みの明確化とターゲット顧客の特定を行った上で、顧客戦略に基づ
くマーケティング戦略を策定。展示会出展とSNSによるターゲット顧客への
接点機会を有効に増やし、売上は前年比2倍、引き合いは10倍以上を獲得。

株式会社エルム  「宇宙関連製品における収益拡大」

受注額：2,000万円 / 引き合い：10件超

見積り額：約２億円 / Xのフォロワー数：40倍超
成果
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■伴走支援事例

産業廃棄物である「焼酎粕」を活用した事業開発支援を継続実施。今期の伴
走支援では試験導入先が大幅に増加し、有償化フェーズへ移行するために積
極的な提案活動が同社内に定着。有償販売先増加への勝ち筋を掴めている。

株式会社栄電社 「産業廃棄物活用をテーマとした新事業開発」

試験導入先が43社に増加（支援開始当初４社）

有償販売先が５社に増加（支援開始当初０社）

肉牛、乳牛、養豚、養鶏、養殖、農業など幅広い事業
者へ提供が拡大

成果
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経営戦略として店舗拡大やフランチャイズ展開を行う上で、同社にとってDX
化は大きな課題であった。当初、デジタルによる業務平準化をテーマとした
が、経営者の意思決定が現場に全く浸透しない事態に直面。全店員のコミュ
ニケーションの質を向上させる支援を優先実施し、社内の関係性の質が徐々
に向上。現場主体での新メニュー開発や、リーダー職の数値管理のデジタル
化など、現場の主体性が高まり、DXを推進可能な組織風土に変化。

有限会社鹿児島ラーメン「店舗活性化を目的とした組織変革」

コミュニケーション改善施策による、社内コミュニケ
ーション活性化とリーダーの意識変革を実現。DXな
ど現場改革に前向きな社内風土に変化

成果
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